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聖
隷

D
X構
築
ヘ

セ
ン
サ
ー
で
夜
間
業
務
軽
減

社
会
福
祉
法
人
引
悶
福
祉

m業
団
（
浜
松
市
）

は
3
月
、
介
讀
付
阿
料
老
人
ホ
ー
ム
「
浦
安
エ
デ

ン
の
回
」
な
ど
計
5
施
設
に
、
エ
コ
ナ
ビ
ス
タ

（東
京
都
千
代
田
区
）

の
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ

ム
「
ラ
イ
フ
リ
ズ
ム
ナ
ピ
＋

D
r
.
（
以
下

・
ラ

イ
フ
リ
ズ
ム
ナ
ピ
）
」
を
導
入
。
入
国
名
の
快
適

な
生
活
と
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
旺
減
を
図
る
。

＿社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団

一

ム
だ
。
ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト

9
言叩“

ラ
イ
フ
リ
ズ
ム
ナ
ビ
感
セ
ン
サ
ー
を
配
II°

晒

は
、

80m業
所
、

5
0
0
眠
デ
ー
タ
、
証
湿
旺
デ
ー

0
名
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ク
、
活
動
閏
デ
ー
タ
を
取

0
門
医
考
索
の
ク
ラ
ウ
ド
閉
し
、
介
護
載
日
に
代
わ

型
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
り
身
体
状
況
や
店
室
の
入

問
郡
東
久
舟
な

ど
で
在
宅
医
家

・
介
護
IJJ

業
を
展
開
す
る
五
麟
会
グ

ル
ー
プ
。
そ
の
中
で
介
護

m榮
を
展
開
す
る
ツ
ィ
ン

キ
ー
ル
ズ
は
今
月
、
大
型

団
地
内
で
保
険
外
の
連
動

教
空
を
開
始
し
た
。

開
設
し
た

「鮭
山
連
動

教
室
ア
ル
ゴ
」は、
築
50年

以
上
、
総
戸
数
約
3
2
0

0
戸
、
高
齢
化
率
40数
％

の
潤
山
団
地
内
に
あ
る
。

同
社
は
す
で
に
こ
の
団

地
内
に
お
い
て
、
介
護
予

防
型
•
生
活
訓
載
型
の
2

ソ

つ
の
デ
イ
を
迎
営
し
て
お

り
、
建
教
室
の
呪
所
は

そ
の
中
問
。
3
つ
の
施
設

が
隣
り
合
わ
せ
に
迎
続
し

て
い
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

連
動
教
室
は
1
回
1
時

問
。
月
＼
金
暉
ま
で
各
日

4
コ
マ
と
な
っ
て
お
り
、

眉
に
は
田
遺
決
ま
っ

た
暉
日
・
時
間
の
ク
ラ
ス

を
遺
択
し
て
も
ら
う
。

西
動
メ
ニ
ュ
ー
は
リ
ハ

ピ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
予

防
の
固
点
か
ら
耶
学
狽
法

士
・
柔
氾
幣
田
師
・
観
山

韮
動
廂
導
七
が
考
案
。
イ
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大型団地に運動教室
仄偏によるオンライ ン相談も

クラス固定で仲間作りを
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介で

知

グ

遍

ン

で

ミ

ム

イ

~
安
エ

デ
ン
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1
1
1
外
観
イ

夕

夕

●
な

レ

遍

ァ

リ
・
で

はこ

とこ

鴫

る

鸞

す

員• 
肥を

I
4
・

ー

ッ

ム

ー
エ

ズ
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ン

＂っ
ン

セ

ン
ト

セ
ー

ド
ゲ

セ

●

リ活生

~
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g
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二
店

の

活

動
状
況
を
見
守

る
。

I
I非
接
触
“
で
あ
る
m

（
以下
•

E
T
S
)」

要
な
入
居
名
へ
必
疫
な
時

た
め
、
入
口
者
の
プ
ラ
イ
に
自
動
的
に
記
以
さ
せ
る
に
介
入
す
る
介
護
サ
ー
ピ

バ
シ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
こ
と
に
よ
り
、
職
口
の
記
ス
ヘ
の
口
的
転
換
を
は
じ

も
で
き
る
。
録
染
務
の
負
但
舒
減
に
も
め
、
皮
動
戦
日
の
休
如
時

店
室
内
の
生
活
而
報
つ
な
が
る
。
ま
た
、
伎
即

皿

が
安
定
し
て
確
保
で
き

は
、
従
来
か
ら
使
用
し
て

m
2時
閻
こ
と
の
定
時
巡
る
こ
と
に
よ
る
染
務
の
負

い
る
エ
デ
ン
の
回
且
幹
シ

況
業
務
・

記
録
業
務
の
人
町
駐
減
を
図
る
と
い
う
。

ス
テ
ム
「
E
d
e

n

T
力
時
閻
が
大
幅
に
削
減
さ
平
川
紐
二
常
務
執
行
役

o
l
a
l

s
y
s
l
e
れ
る
こ
と
で
、
ケ
ア
が
必
口
は

「人
店
者
の
女
心

・

葬鑽綸センサーで見守り
・内に●●したセ ンワーで重門のは又~ •) 71~タイムに19.7,-トilLlll.
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安
全
、
職
口
の
臼
但
軽
減

を
目
的
に
セ
ン
サ
ー
の
導

入
を
検
討
し
て
い
た
。
入

一国
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
れ
る
、

職
国
が
扱
い
や

す
い
こ
と
な
ど
を
総
合
的

に
評
価
し
て
ラ
イ
フ
リ
ズ

ム
ナ
ビ
を
導
入
す
る
こ
と

に
し
た
」
と
語
る
。

同
法
人
で
は
、
「
型
品

D
X」
に
向
け
て
、
ラ
イ

フ
リ
ズ
ム
ナ
ピ
で
取
得
し

た
デ
ー
タ
と
E
T
Sで
入

力
さ
れ
た
記
録
デ
ー
タ
を

打
効
活
用
し
て
い
く
。
介

護
報
酬
改
定
に
お
い
て
も

求
め
ら
れ
る
科
学
的
介
讚

へ
の
対
応
に
と
ど
ま
ら

ず
、
暉
口
が
少
人
数
で
あ

っ
て
も
四
の
高
い
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
促
供
を
可
距
に

し
な
が
ら
、

効
率
性
の
高

い
業
務
体
制
を
構
築
し
、

人
材
不
定
の
問
題
を
根
本

か
ら
変
え
る
ピ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
確
立
を
目
指
す
。

今
後
、
回
法
人
は
エ
デ
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社
会
福
祉
法
人
奉
優
会

（
東
部
世
田
谷
区
）
は

8
口
、
高
齢
占
・
医
釈
施

設
向
け
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン

「無
敵
ポ
ッ
ク
ス
快

適
く
ん
」
を
発
況
°
独
自

の
特
打
技
術
に
よ
る
ポ
ッ

ク
ス
型
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
で
4
月
向
の
ア
ク
リ
ル

バ
ネ
ル
に
よ
り
成
染
記
を

予
防
す
る
。

新
塑
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

成
染
症
の
関
性
の
可
屯
性

が
あ
る
利
用
ど
の
ベ

ッ
ド

に
設
應
す
る
こ
と
で
、
ク

ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
。
ま
た
、

介
助
の
際
に
ス
タ
ッ
フ
も

.-■■  ロ

n
 

入所者のQOL向上へ

施設向けバーティ シ ョン開発

社会福祉法人奉優会

II 

ン
の
四
全
棟
に
も
導
入
を
一

塁

に

も

g入
し
て
い
く

迎
め
、
将
来
的
に
は
介
護
こ
と
も
祝
野
に
入
れ
て
い

居
宅
だ
け
で
な
く
、

一
般
る
と
い
う
。

るさで5
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安
心
し
て
ケ
ア
を
開
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
多
床

室
で
も
入
店
者
同
士
が
安

心
し
て
過
t
3
す
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
ま
た
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
に
タ
プ
レ
ッ

卜
砧
末
を
設
園
し
て
、
利

用
に
動
圃
を
兄
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

施
設
で
の
面
会
時
の
コ

ロ
ナ
予
防
、

W
E
B会
議

時
の
防
音
対
策
に
も
活

m

で
き
る
。
災
内
時
に
は
、

シ
ー
ト
を
液
せ
て
利
用
す

る
こ
と
で
ブ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
讀
と
し
て
も
利
用
可
能

こ
。
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特
別
益
護
と
人
ホ
ー
ム

「自
黒
中
央
の
芭
の
小

林
健
太
郎
施
設
民
は

「ペ

ッ
ド
上
で
過
こ
す
こ
と
が

多
い
入
届
占
の
Q
O
L
同

一上
を
考
え
て
開
発
し
に
。

感
染
・
災
内
対
策
な
ど

多
様
な
使
用
方
法
が
あ
る

の
で
胞
設
に
常
備
し
て
欲

し
い
と
身
え
て
い
る
一
と

一
語
る
。サ

イ
ズ
は
哭
行
邸•6
、

側
面
70.
3
、
麻
さ
ー
0

0
セ
ン
チ
。

mさ
は
9
キ

ロ
。

m
1販
で
価
格
は
オ
ー

プ
ン
。
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